
楽しく学んで交通安全！
　　２月25日㊏、茂原ショッピングプラザ・アスモで「交通
　安全フェア☆もばら」が開催され、約1,000人が来場しました。
　　会場では、交通安全教室や警察車両乗車体験などが行われ、
　来場者は、様々なイベントを通して、楽しみながら交通安全
　を再確認していました。

広報
４.1日号
2017（平成29年）
No.1007

【人口と世帯数】平成29年３月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口90,839人（1,058人）
●　男　44,830人（314人）
●　女　46,009人（744人）
●世帯数39,789世帯
　　　　　※外国人住民の世帯を含む

【2月中の動き】※外国人住民を含む
●転入　226人　●転出　233人
●出生　 31人　●死亡　110人

◆平成29年度施政方針と当初予算概要（Ｐ２～８）
◆指定緊急避難場所および指定避難所を指定しました（Ｐ10）
◆「赤ちゃん訪問」が始まります（Ｐ12）
◆高齢者肺炎球菌予防接種の費用を一部助成します（Ｐ13）

今月の日曜開庁 4月23日㊐ 8時30分〜17時15分

市 民 課（2階）　☎（20）1502
市民税課（2階）　☎（20）1577
収 税 課（2階）　☎（20）1578

　 本納支所　　　　☎（34）2111
証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで  市 民 課（2階）　☎（20）1502

※一部取り扱えない業務もありますので、くわしくはお問い合わせください
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施
政
方
針

平
成
29
年
度

第
１
回
市
議
会
定
例
会
よ
り
抜
粋

歳 入
295億2,300万円
（  ）は構成比

市税
132億2,676万円
（44.8%）

民生費
110億4,693万円
（37.4%）

国県支出金
59億3,005万円
（20.1%）

公債費
35億3,655万円
（12.0%）

教育費
30億9,175万円
（10.5%）

土木費
29億3,931万円
（10.0%）

衛生費
26億8,638万円

（9.1%）

総務費
26億5,387万円

（9.0%）

商工費
13億9,679万円

（4.7%）

消防費
12億7,525万円

（4.3%）

農林水産業費
5億8,562万円
（2.0%）

議会費
2億8,055万円
（0.9%） 予備費

3,000万円
（0.1%）

市債
30億3,230万円

（10.3%）

地方交付税
24億7,028万円

（8.4%）

交付金
18億2,200万円

（6.1%）

諸収入
13億21万円
（4.4%）

地方譲与税
3億3,300万円
（1.1%）

その他
14億840万円
（4.8%）

歳 出
295億2,300万円
（  ）は構成比

一般会計　295億2,300万円（対前年伸び率△0.4%）
平成29年度  当初予算概要

平
成
29
年
茂
原
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
22
日
か
ら

３
月
17
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
２
９
５
億
２
３
０
０
万
円
の
平
成
29
年
度
予
算
案
等

26
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
議
会
の
冒
頭
に
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
と

新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
施
政
方
針

の
全
文
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

obara.chiba.jp/
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こ
と
が
で
き
る
、
明
る
く
豊
か
な

茂
原
市
を
築
き
、
次
の
世
代
へ
引

き
継
い
で
行
け
る
よ
う
、
実
施
計

画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成

歳
入
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得

の
伸
び
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
増

や
、
住
宅
の
新
築
・
増
築
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
増
等
に
よ
り
、
市

税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方

で
、
地
方
交
付
税
や
地
方
消
費
税

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費
や

公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
が
予
算

の
半
分
以
上
の
割
合
を
占
め
る
中
、

「
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地
」
の
整

備
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
や
本

納
公
民
館
・
支
所
複
合
施
設
の
建

設
、（
仮
称
）
茂
原
・
長
柄
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
等
の

継
続
事
業
費
に
加
え
て
、
長
生
郡

平
成
29
年
度
は
、「
第
６
次
３

か
年
実
施
計
画
」
の
初
年
度
で
あ

り
、
人
口
減
少
や
急
速
な
少
子
高

齢
化
等
に
よ
る
人
口
構
成
の
変
化

や
新
た
な
行
政
課
題
に
直
面
し
、

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
、
こ
れ
か
ら
の

４
年
を
見
据
え
、
基
本
構
想
で
掲

げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
率
的
に
各
施
策
へ

分
配
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、「
茂
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ

る
「
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
創

出
」
や
「
子
育
て
支
援
」、
ま
た
、

喫き
っ
き
ん緊
の
課
題
で
あ
る
「
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
に
係
る
取
り
組
み

を
重
点
施
策
と
し
ま
し
た
。

本
実
施
計
画
に
位
置
付
け
た
各

種
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
が
、
夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤

い
の
あ
る
生
活
を
安
心
し
て
営
む

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
の
負
担

金
の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
会
館

の
建
設
や
、
子
育
て
支
援
の
充

実
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
な
ど
、
将
来
を
見
据
え

た
施
策
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
の
投
資
効
果
や
緊
急
性
を
十

分
勘
案
し
、「
総
合
戦
略
」、「
第

６
次
３
か
年
実
施
計
画
」
お
よ

び
「
行
財
政
改
革
大
綱
第
７
次
実

施
計
画
」
と
の
整
合
を
図
る
と
と

も
に
、
歳
入
確
保
に
最
大
限
努
力

し
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
財
政
運
営

の
基
本
理
念
の
も
と
、
事
業
を
決

算
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、

効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

〈一般会計予算の用語説明〉
歳　入
市 税 皆さんに納めていただく税金
国県支出金 国・県からの負担金や補助金など
市 債 国や銀行からの借入金
地方交付税 国税の一部から市の財政状況に応じて交付されるもの

交 付 金 県税の一部から市へ交付されるものや交通反則金の一
部が国から市へ交付されるもの

諸 収 入 貸付金の元利収入・雑入など
地方譲与税 国税から市へ譲与される税金
そ の 他 皆さんに納めていただく負担金や使用料・手数料など

歳　出
民 生 費 社会福祉・児童福祉などの経費
公 債 費 借入金の返済金
教 育 費 小中学校・幼稚園や図書館などの経費
土 木 費 道路・公園・橋・河川の整備などの経費
衛 生 費 保健福祉・ごみ処理などの経費
総 務 費 市役所の全般的な経費
商 工 費 商工業や観光の振興などの経費
消 防 費 消防や救急活動などへの負担金
農林水産業費 農業委員会や農林業などの経費
議 会 費 議会活動に要する経費

特別会計
233億6,210万円（対前年伸び率2.1%）

会　　計 H29当初予算額 伸び率
国民健康保険事業費 132億 1,396万円 0.7%
下 水 道 事 業 費 19億 6,485万円 18.9%
農業集落排水事業費 3億 8,088万円 0.3%
駐 車 場 事 業 費 1億 996万円 20.8%
介 護 保 険 事 業 費 66億 2,611万円 0.6%
後期高齢者医療事業費 10億 6,634万円 2.1%

計 233億 6,210万円 2.1%

お問い合わせは、

施政方針について　企画政策課（４階）
☎（20）1516、Ｆ（20）1603、

予算の概要について　財政課（４階）　
☎（20）1517、Ｆ（20）1603へ。
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◆
学
校
再
編

昨
年
10
月
に
設
置
し
た
「
茂
原

市
学
校
再
編
計
画
審
議
会
」
か
ら

の
答
申
を
受
け
、
本
年
３
月
末
に

「
茂
原
市
学
校
再
編
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
平
成
29
年
度
に
お
い

て
は
、
４
月
以
降
、
基
本
計
画
に

つ
い
て
の
住
民
説
明
会
を
行
い
、

新
た
な
審
議
会
に
お
い
て
、
学
区

の
見
直
し
を
含
め
た
審
議
を
行

い
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
充
実

「
茂
原
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
基
本
計
画
」
が
、
教
育
委
員

会
会
議
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
初
め
て
の
導
入
と
な
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
選
択
し
ま
し
た
。

今
後
、
事
業
者
を
募
集
・
選
定

し
、
年
度
内
に
施
設
の
設
計
・
建

設
お
よ
び
管
理
・
運
営
等
に
係
る

契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
す
。

◆
市
民
会
館
の
建
設

本
市
の
文
化
振
興
を
図
る
上
で

も
重
要
な
施
設
で
あ
り
、
早
期
の

教
育
文
化

次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
て
、
す

べ
て
の
人
が
生
涯
を

通
し
学
習
し
て
い
く

ま
ち

建
て
替
え
が
必
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、

新
た
な
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役
割

や
規
模
、
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
施

設
整
備
の
方
向
性
を
定
め
た
基
本

構
想
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
よ
る

「
市
民
ひ
と
り
１い
ち

ス
ポ
ー
ツ
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
い
た
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。
特
に
、
本
市
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
タ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
実
情
に
適
し
た

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
に
向
け
て
、
引
き
続
き
検
討

し
ま
す
。

▲本市発祥のタッチバレーボール

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
対
す

る
経
済
対
策
と
し
て
、
１
万
５
千

円
を
一
括
し
て
支
給
し
ま
す
。
今

後
は
、
４
月
下
旬
の
申
請
書
送
付

等
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
の
充
実

平
成
29
年
度
は
、「
第
２
次
地

域
福
祉
計
画
」
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
の
で
、
福
祉
全
般
に
係
る

課
題
に
対
応
で
き
る
、
適
切
な
計

画
と
な
る
よ
う
評
価
・
見
直
し
を

行
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
５
か

年
を
期
間
と
す
る
「
第
３
次
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

◆
児
童
福
祉
の
充
実

私
立
幼
稚
園
の
就
学
前
の
教

育
・
保
育
の
一
体
的
な
提
供
を
目

的
と
し
た
「
認
定
子
ど
も
園
」
へ

の
移
行
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
都
合

に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育
が
一
時

的
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、
乳

幼
児
を
預
か
る
「
一
時
預
り
事

業
」
を
、
６
月
か
ら
朝
日
の
森
保

育
所
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

健
康
福
祉

健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち

教
育
文
化

生
涯
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

・
新
市
民
会
館
建
設
検
討
事
業

（
基
本
構
想
の
策
定
）

�

１
０
２
３
万
円

教
育
環
境
の
整
備

・
奨
学
資
金
貸
付
費

�

３
１
４
４
万
円

・
小
・
中
学
校
教
材
備
品
整
備
事
業

�

３
６
７
８
万
円

教
育
内
容
の
充
実

・
小
・
中
学
校
情
報
教
育
推
進
事
業

�

３
９
５
３
万
円

・
小
・
中
学
校
国
際
教
育
推
進
事

業
（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
活
用
、
海
外
派
遣
）

�

３
３
９
４
万
円

・
幼
稚
園
教
育
扶
助
費
（
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助
金
等
）

�

８
８
４
９
万
円

特
別
支
援
教
育
の
充
実

・
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育
支

援
員
活
用
事
業

�

２
５
２
６
万
円

学
校
給
食
の
充
実

・
学
校
給
食
委
託
費

�

２
億
３
２
２
０
万
円

・
共
同
調
理
場
給
食
運
営
費

�

３
億
９
９
７
７
万
円

・
共
同
調
理
場
建
設
事
業

�

１
７
２
４
万
円

社
会
教
育
施
設
の
整
備

・
図
書
館
管
理
運
営
費

�

１
億
２
２
６
２
万
円

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
（
う
ち
宝

く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ド
リ
ー

ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
事
業
：
元

プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野
球
教

室
等
２
２
０
万
円
）

�

１
０
２
８
万
円

健
康
福
祉

地
域
福
祉
の
充
実

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

事
業�

1
億
３
９
６
０
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
事
業

�

８
９
８
３
万
円

児
童
福
祉
の
充
実

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

�

６
０
０
１
万
円

・
私
立
保
育
園
等
運
営
費
補
助
事
業

�

３
０
４
２
万
円

平
成
29
年
度
主
要
事
業
と
予
算

※
傍
線
は
新
規
事
業
。
１
万
円
単
位
で
端
数
処
理
し
て
い
ま
す
。
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◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

平
成
29
年
８
月
の
受
給
券
更
新

時
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
全

て
の
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

平
成
29
年
度
は
、「
障
害
者
基

本
計
画
」、「
障
害
福
祉
計
画
」
の

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

10
か
年
を
期
間
と
す
る
「
第
３
次

障
害
者
基
本
計
画
」
お
よ
び
平
成

30
年
度
か
ら
の
３
か
年
を
期
間
と

す
る
「
第
５
期
障
害
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
、「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
な
ど
の
施
策
に
も
、
適
切
に

対
応
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
に
向
け
、
高
齢
者
の
多
様
な

生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
体

制
整
備
を
進
め
、
身
近
な
地
域
に

お
け
る
介
護
予
防
活
動
を
新
た
に

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

が
健
康
を
保
ち
、
社
会
参
加
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、「
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

評
価
・
見
直
し
を
行
い
、
現
在
実

施
し
て
い
る
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る

「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

◆
保
健
医
療

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
、
母
子
保
健
に
関
す
る
、
総
合

的
な
相
談
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
、
平
成
29

年
４
月
１
日
施
行
の
母
子
保
健
法

に
基
づ
く
「
母
子
健
康
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
立
ち
上
げ
、
相
談
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

◆
生
活
道
路
の
整
備

緊
急
性
お
よ
び
投
資
効
果
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
道
３
級

８
０
１
４
号
線
（
綱
島
地
先
）
を

は
じ
め
、
５
路
線
の
道
路
改
良
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
道
路
や
橋
梁
の
維
持
補
修

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
し
て
、
幹
線
道
路
を
中

心
と
し
た
６
路
線
の
舗
装
補
修
、

な
ら
び
に
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

生
活
環
境

人
と
自
然
が
共
生
し
、

ゆ
と
り
と
潤
い
に
満

ち
た
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち

計
画
」
に
基
づ
く
１
橋
（
明
光
橋
）

の
橋
梁
補
修
お
よ
び
58
橋
の
点
検

を
実
施
し
ま
す
。

◆
水
害
対
策

東
郷
地
先
水
門
の
ポ
ン
プ
施
設

整
備
工
事
を
平
成
30
年
度
の
完
成

に
向
け
て
実
施
し
、「
１
０
０
ミ

リ
安
心
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
て

い
る
、
早
野
地
先
の
準
用
河
川
梅

田
川
の
排
水
機
場
の
整
備
を
、
平

成
29
年
度
よ
り
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
県
が
実
施
す
る
水
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
二
級
河
川
一
宮

川
の
第
二
調ち
ょ
う
せ
つ
ち

節
池
の
増
設
に
向
け

た
用
地
取
得
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
早
期
に
整

備
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
事

業
に
協
力
し
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
の
整
備

「
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

下
水
処
理
場
施
設
の
老
朽
化
対
策

を
実
施
し
、「
１
０
０
ミ
リ
安
心

プ
ラ
ン
」
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

雨
水
ポ
ン
プ
の
能
力
増
強
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
５

か
年
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
東
部

台
地
区
の
管か
ん
き
ょ渠
整
備
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

・
民
間
認
定
こ
ど
も
園
整
備
助
成

事
業
（
私
立
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
移
行
に
対
す
る
補
助
）

�

１
億
１
２
９
８
万
円

・
児
童
保
育
委
託
事
業
（
保
育
施

設
に
対
す
る
委
託
料
）

�

４
億
１
４
５
０
万
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業

�

12
億
１
３
５
０
万
円

・
公
立
保
育
所
維
持
管
理
費

�

５
１
０
２
万
円

・
保
育
所
一
般
事
務
費
（
う
ち
保

護
者
連
絡
用
メ
ー
ル
配
信
料
76
　

万
円
）

�

２
７
９
万
円

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
老
人
措
置
事
業

�

８
１
０
８
万
円

障
害
者
福
祉
の
充
実

・
介
護
給
付
事
業

�

７
億
８
７
９
７
万
円

・
訓
練
等
給
付
事
業

�

４
億
１
６
９
２
万
円

・
自
立
支
援
医
療
給
付
事
業

�

９
９
２
２
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

費
助
成
事
業

�

１
億
６
２
７
６
万
円

・
障
害
児
通
所
支
援
事
業

�

１
億
９
０
４
９
万
円

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
の
充
実

・
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
事
業

�

２
５
４
１
万
円

・
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

�

３
億
４
５
７
８
万
円

低
所
得
者
福
祉
の
推
進

・
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
給
付
事
業

�

３
億
２
７
９
５
万
円

・
生
活
保
護
扶
助
費

�

17
億
２
３
９
３
万
円

成
人
保
健
事
業
の
充
実

・
健
康
診
査
事
業

�

９
８
９
７
万
円

母
子
保
健
事
業
の
充
実

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
う

ち
所
得
制
限
撤
廃
に
か
か
る
費

用
１
０
０
０
万
円
）

�

３
億
８
９
１
万
円

・
予
防
接
種
事
業

�

１
億
８
２
７
０
万
円

・
母
子
保
健
事
業
（
妊
婦
、乳
児
、

１
歳
半
、２
歳
児
、３
歳
児
の
健

康
診
査
等
）�

７
６
４
３
万
円

医
療
体
制
の
充
実

・
病
院
事
業
負
担
金
【
長
生
郡
市

広
域
市
町
村
圏
組
合
】（
う
ち
広

域
医
療
救
護
所
負
担
金
：
災
害

時
の
広
域
医
療
救
護
所
整
備
費

用
の
負
担
金
１
５
７
６
万
円
）

�

６
億
１
１
９
２
万
円
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り
を
見
据
え
、
地
元
推
進
協
議
会

と
と
も
に
進
む
べ
き
方
向
性
を
見

極
め
て
い
き
ま
す
。

◆
本
納
駅
東
地
区
の
整
備

整
備
手
法
の
変
更
手
続
き
の
完

了
に
伴
い
、
区
画
道
路
１
号
の
道

路
改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆（
仮
称
）
茂
原・長
柄
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業

ア
ク
セ
ス
道
路
の
切き
り

土ど

工
事
や

排
水
整
備
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
用
地
取
得
や
道
路
改

良
工
事
を
進
め
、
県
や
長
柄
町
、

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
図
り
、
早
期
の
供
用
開
始

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
茂
原
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
整
備

市
道
１
級
15
号
線
お
よ
び
16
号

線
（
下
太
田
地
先
）
を
整
備
し
ま

す
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
整
備

桑
原
梅
田
線
に
お
い
て
、
事
業

用
地
４
件
の
取
得
を
実
施
し
、
小

林
浜
町
線
に
お
い
て
も
用
地
確
保

に
努
め
ま
す
。

◆
資
源
の
有
効
利
用
の
推
進

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
、
家
庭

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確

保
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効

率
化
・
最
適
化
を
図
る
た
め
、
住

◆
交
通
安
全
対
策
の
推
進

二
宮
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る

市
道
２
級
21
号
線
（
国こ
う
せ
き

府
関
地

先
）
を
は
じ
め
、
４
路
線
の
歩
道

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
消

費
生
活
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制

の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

◆
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進

長
期
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
を
含
め
た
、
都
市
計
画

の
変
更
等
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
関
係
権
利
者
等

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

◆
秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
の
推
進

茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
率
が
、
本
年
度

末
に
事
業
費
ベ
ー
ス
で
36
・
９
％

と
な
る
見
込
み
で
す
。
引
き
続

き
、
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業
を

進
め
な
が
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

都
市
基
盤

地
域
の
中
心
と
し
て
、

人
、
も
の
、
情
報
が
行

き
交
う
、
活
気
と
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
暮
ら
し
を

さ
さ
え
る
ま
ち

◆
公
園
の
整
備

茂
原
公
園
の
桜
の
健
全
度
調
査

お
よ
び
外
科
治
療
を
実
施
し
、
桜

の
名
所
と
し
て
再
生
を
図
り
、
多

世
代
の
市
民
が
交
流
で
き
る
場
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

◆
住
宅
環
境
の
整
備
促
進

住
宅
の
耐
震
化
を
一
層
図
る
た

め
、
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

に
係
る
耐
震
関
連
補
助
金
の
交
付

対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、「
総
合
戦
略
」
に
掲
げ

る
施
策
と
し
て
、
親
世
帯
ま
た
は

子
世
帯
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
本
市

に
転
入
し
、
三
世
代
で
同
居
ま
た

は
近
居
を
す
る
方
に
、
住
宅
取
得

等
の
費
用
の
助
成
を
行
い
、
移
住

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

◆
防
犯
体
制
の
充
実

地
域
防
犯
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

「
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
」
の
整
備
を
進

め
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
運
用

を
目
指
し
ま
す
。

▲花見客でにぎわう茂原公園

・
災
害
非
常
用
対
策
事
業

�

１
３
７
３
万
円

防
犯
体
制
の
充
実

・
防
犯
設
備
設
置
・
管
理
費

�

２
９
９
６
万
円

・
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
事
業
（
防
犯

ボ
ッ
ク
ス
の
整
備
お
よ
び
備
品

の
購
入
等
）�

２
７
２
万
円

交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

�

１
億
４
６
０
８
万
円

都
市
基
盤

秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
の
推
進

・
茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業

�

１
億
１
５
８
０
万
円

道
路
網
の
整
備

・
道
路
橋
梁
管
理
費

�

３
５
３
４
万
円

・
道
路
橋
梁
維
持
補
修
費

�

３
億
６
７
６
９
万
円

・（
仮
称
）
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
設
置
事
業

�

２
億
６
７
８
４
万
円

・
都
市
計
画
事
務
費
（
う
ち
茂
原

都
市
計
画
道
路
変
更
図
書
作

成
業
務
委
託
料
：
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
概
要
書
作
成
等

５
６
２
万
円
）�

７
３
０
万
円

生
活
環
境

生
活
道
路
の
整
備

・
道
路
改
良
事
業

�

１
億
７
４
５
５
万
円

河
川
の
整
備

・
排
水
路
維
持
管
理
費

�

１
３
４
８
万
円

・
河
川
維
持
管
理
費

�

１
０
８
１
万
円

・
河
川
改
修
事
業

�

５
６
２
０
万
円

排
水
の
適
正
処
理

・
内
水
対
策
関
連
事
業

�

２
億
２
０
７
１
万
円

・
排
水
整
備
事
業

�

２
１
２
７
万
円

公
園
の
整
備

・
都
市
公
園
等
維
持
管
理
費

�

３
７
４
７
万
円

住
宅
環
境
の
整
備
促
進

・
市
営
住
宅
管
理
費

�

２
９
９
５
万
円

・
三
世
代
同
居
等
支
援
事
業
（
住

宅
取
得
費
用
等
の
助
成
）

�

１
０
０
０
万
円

・
市
営
住
宅
集
約
化
事
業

�

８
０
０
万
円

防
災
体
制
の
充
実

・
防
災
行
政
無
線
施
設
事
業

�

８
３
３
２
万
円



7 広報もばら　2017.4.1

設
さ
れ
た
「
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
」
を
活
用
し
た
、「
農
産

物
直
売
所
を
起
点
と
し
た
魅
力
あ

る
農
業
創
出
事
業
」
を
進
め
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
の
推
進

本
市
の
産
業
経
済
の
振
興
、
就

業
機
会
の
拡
大
お
よ
び
市
民
生
活

の
向
上
と
と
も
に
、
財
源
確
保
を

図
る
た
め
の
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
私
も
先
頭
に
立
ち
、
取
り
組

み
ま
す
。

◆
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地

平
成
29
年
度
中
の
分
譲
開
始
に

向
け
て
調
整
池
工
事
、
雨
水
・
汚

水
排
水
工
事
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
企

業
に
立
地
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▲上空から見た茂原にいはる工業団地

茂原にいはる工業団地

今
後
は
、
本
市
農
業
委
員
会
と

連
携
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
す
る
な
ど
、
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
を
進
め
、
併
せ

て
「
茂
原
市
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
進

め
ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た

め
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
係
る

地
域
協
議
会
の
設
立
を
進
め
、
引

き
続
き
、
民
間
の
警
備
会
社
と
連

携
し
、
生
態
系
の
調
査
や
遠
隔
監

視
に
よ
る
捕
獲
に
加
え
、
長
生
郡

市
猟
友
会
の
銃
器
に
よ
る
捕
獲
を

実
施
し
、
体
制
の
強
化
を
図
り
、

農
作
物
の
被
害
が
無
く
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

◆
農
業
基
盤
整
備
事
業

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
総
貯
水
量
５
千
ト
ン
以
上
の

「
た
め
池い
け
ぐ
ん群
」
を
対
象
に
、
決
壊

防
止
と
洪
水
調
整
機
能
の
向
上
の

た
め
、
堤て
い
た
い体
改
修
等
の
整
備
に
向

け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
清
水
地
区
の
農
耕
地
等

の
湛た
ん
す
い水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

調
査
を
実
施
し
、
計
画
を
策
定
し
、

早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
総
合
戦
略
」
に
掲

げ
る
施
策
と
し
て
、
国
の
平
成
28

年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
よ
り
創

宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
、
家
庭

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）、
定
置
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、

太
陽
熱
・
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
へ
の

設
置
費
用
の
助
成
に
努
め
ま
す
。

◆
農
林
行
政

米
政
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進

す
る
た
め
、
飼
料
用
米
等
を
作
付

け
す
る
農
業
者
を
支
援
す
る
な

ど
、
茂
原
市
地
域
農
業
再
生
協
議

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
食
料
自
給
力
向
上
に
向
け
た

施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

の
推
進

地
域
で
抱
え
る
「
人
と
農
地
の

問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
中
心

と
な
る
経
営
体
や
新
規
就
農
者
の

確
保
、
農
地
集
積
等
の
あ
り
方
等

を
定
め
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
、
地
域
ご
と
に
具
体
的
に
策
定

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

産
業
振
興

地
域
の
活
力
を

生
か
し
、
次
代

の
産
業
を
創
造

す
る
ま
ち

進
対
策
３
９
０
万
円
）

�

１
５
８
４
万
円

・
農
産
物
直
売
所
を
起
点
と
し
た

魅
力
あ
る
農
業
創
出
事
業（
新

農
産
物
直
売
所
の
外
構
工
事
等
）

�

２
２
６
０
万
円

新
た
な
企
業
・
産
業
の
導
入

・
茂
原
市
総
合
戦
略
推
進
事
業

（
う
ち
ド
ロ
ー
ン
利
活
用
調
査

業
務
委
託
料
：
ド
ロ
ー
ン
技
術

の
利
活
用
を
目
的
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
２
０
０
万
円
）

�

７
５
７
万
円

・
企
業
立
地
促
進
事
業
（
茂
原
に

い
は
る
工
業
団
地
負
担
金
等
）

�

７
億
４
１
４
万
円

商
業
基
盤
の
整
備

・
中
小
企
業
者
等
振
興
総
合
支
援

事
業
（
う
ち
外
国
人
観
光
客

受
入
環
境
整
備
支
援
補
助
金
：

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
や
メ

ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
等
へ
の
補

助
90
　

万
円
）�

６
３
３
万
円

経
営
の
近
代
化
促
進

・
中
小
企
業
資
金
融
資
事
業（
利
用

者
へ
の
一
部
補
助
、融
資
預
託
）

�

５
億
４
８
２
９
万
円

観
光
推
進
体
制
の
整
備

・
観
光
振
興
事
業
（
茂
原
七
夕
ま

つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金
、
茂

原
市
観
光
協
会
補
助
金
等

�

１
７
４
７
万
円

・
街
路
事
業
費�

３
４
２
９
万
円

バ
ス
輸
送
の
整
備

・
地
域
公
共
交
通
事
業（
路
線
バ

ス
運
行
補
助
金
、市
民
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業
等
）

�

３
０
８
１
万
円

資
源
の
有
効
利
用
の
推
進

・
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

促
進
事
業
（
う
ち
家
庭
用
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
上

乗
せ
補
助
分
１
５
０
万
円
）

�

８
４
５
万
円

産
業
振
興

生
産
基
盤
の
整
備

・
用
排
水
施
設
整
備
事
業

�

４
７
６
９
万
円

・
用
排
水
施
設
維
持
管
理
費

�

４
７
２
７
万
円

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
調
査
設
計
業
務
委
託
料
の

う
ち
、
た
め
池
整
備
事
業
分

１
６
６
０
万
円
）

�

２
２
０
０
万
円

農
用
地
の
保
全

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

�

１
９
２
５
万
円

農
業
経
営
の
改
善

・
需
給
調
整
推
進
事
業
（
茂
原
市

飼
料
用
米
等
拡
大
支
援
事
業
補

助
金
の
う
ち
、
新
規
需
要
米
推
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革
大
綱
第
６
次
実
施
計
画
」
は
、

本
年
３
月
に
終
了
と
な
り
、
引
き

続
き
平
成
29
年
度
か
ら
の
３
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
行
財
政
改

革
大
綱
第
７
次
実
施
計
画
」
に
よ

り
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
行
財
政
改

革
を
推
進
し
ま
す
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
昨
年
10
月
に
、
そ
の
行
動
計
画

と
な
る
「
第
１
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
重

要
課
題
で
す
の
で
、
将
来
に
わ
た

り
最
適
な
配
置
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
設

管
理
を
行
い
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進

平
成
26
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ

た
り
実
施
し
ま
し
た
「
行
財
政
改 ▲複合施設イメージ図

に
転
居
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、

自
治
会
へ
の
加
入
を
案
内
す
る
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
長
連
合
会
と
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
市
民
活
動
の
推
進

中
の
島
・
五
郷
・
新
治
の
３
地

区
に
講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
自

治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等

で
構
成
す
る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
設
立
支
援
に
取
り
組

み
、
認
定
制
度
を
昨
年
11
月
に
創

設
し
、
こ
れ
ま
で
に
豊
田
地
区
お

よ
び
五
郷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
認
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
、「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

に
基
づ
き
、
市
民
参
加
・
市
民
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
本
納
公
民
館
・
支
所
複
合
施
設

の
建
設

本
施
設
は
「
集
う
・
学
ぶ
」、

「
安
全
・
安
心
」、「
効
率
性
・
親

近
性
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お

り
、
地
域
住
民
の
交
流
や
地
域
活

動
の
促
進
に
寄
与
し
、
生
涯
学
習

活
動
お
よ
び
防
災
の
拠
点
と
し
て

も
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
も
の
で
す
。
平
成
30
年
４
月
の

開
館
に
向
け
て
事
業
を
進
め
ま

す
。

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

開
催
へ
向
け
て
、
長
生
エ
リ
ア
の

魅
力
を
発
信
し
、
新
た
な
観
光
集

客
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

自
治
会
加
入
率
の
改
善
を
図
る

た
め
、
２
月
６
日
に
、
一
般
社
団

法
人 

千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
九
十
九
里
支
部
お
よ
び
公
益

社
団
法
人 

全
日
本
不
動
産
協
会

千
葉
県
本
部
と
、「
自
治
会
加
入

促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

不
動
産
業
者
が
物
件
の
販
売
や
仲

介
、
賃
貸
等
を
行
う
際
に
、
市
内 ▲もばら阿波おどり

市
民
自
治

市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
に
誇
り
と

愛
着
の
持
て
る
ま
ち

◆
中
小
企
業
者
等
の
支
援

「
茂
原
市
中
小
企
業
者
等
振
興

総
合
支
援
事
業
補
助
金
」
に
お
い

て
、
新
た
に
外
国
人
観
光
客
等
の

受
入
環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
支

援
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、「
茂
原
市
中

小
企
業
融
資
制
度
」、「
茂
原
市
創

業
支
援
補
助
金
」
に
つ
い
て
も
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
市
内
産

業
の
活
性
化
と
振
興
に
努
め
ま
す
。

◆
商
店
街
の
活
性
化

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
結
果
に
よ
る
貴
重
な
声
を
十

分
反
映
し
て
、
今
後
の
商
業
振
興

に
向
け
た
有
効
な
施
策
を
検
討
し

ま
す
。

◆
観
光
事
業

本
年
で
３
回
目
と
な
る
「
も
ば

ら
冬
の
七
夕
ま
つ
り
」
を
、
２
月

11
日
に
開
催
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
新
た

な
催
し
等
に
よ
り
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
３
月
23
日
か
ら
４
月

９
日
に
は
「
茂
原
桜
ま
つ
り
」
を
、

そ
し
て
７
月
28
日
か
ら
30
日
に

は
、
本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
「
茂
原
七
夕
ま
つ
り
」
を
、
本

年
も
盛
大
に
開
催
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
長
生
地
域
観
光
連
盟
と

連
携
し
、「
２
０
２
０
東
京
オ
リ

収
入
を
積
立
）�

３
７
７
４
万
円

行
政
拠
点
の
整
備

・
本
納
公
民
館
・
本
納
支
所
複
合

施
設
建
設
事
業

�

７
億
１
０
３
１
万
円

・
庁
舎
維
持
管
理
費（
う
ち
庁
舎

改
修
工
事
：
庁
舎
内
一
部
ト

イ
レ
の
洋
式
化
２
０
２
万
円
）

�

１
億
３
２
５
１
万
円

・
茂
原
市
総
合
戦
略
推
進
事

業
（
う
ち
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
策
定
支
援
業
務

委
託
料
：
基
本
方
針
の
策
定

５
４
２
万
円
）�

７
５
７
万
円

市
民
自
治

広
報
活
動
の
充
実

・
広
報
活
動
事
業

�

２
０
９
４
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

�

１
５
３
２
万
円

行
財
政
改
革
の
推
進

・
ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り
応

援
寄
附
推
進
費

�

２
２
５
３
万
円

・
減
債
基
金
費（
旧
茂
原
市
土
地
開

発
公
社
保
有
土
地
に
か
か
る
財
産
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複
雑
化
す
る
戸
籍
事
務
お
よ
び

住
民
基
本
台
帳
関
連
事
務
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業
務
に
お
け
る

事
務
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
市
民
課
の
係
を
分
割
し
、
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆
変
更
内
容

【
変
更
前
】

・
市
民
係

・
記
録
管
理
係

             

分
割
・
名
称
変
更

【
変
更
後
】

・
受
付
交
付
係

・
戸
籍
係

・
住
民
記
録
係

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
２
へ
。

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
を

      

変
更
し
ま
し
た

市民バス「モバス」の
� 車両が新しくなりました！

４月より、東部および北部コースを運行
している市民バス「モバス」の車両を、バ
リアフリー対応のノンステップバスへ更新
しました。
新たな車両は、「モバりん」をイメージし
た黄と緑の配色であり、低床のため乗り降
りしやすくなっています。
市民バス「モバス」は地域の移動手段とし
て親しまれており、駅を起点として平日毎
日、市内を広く運行しています。なお、時
刻表や運行ルート等を記載した「茂原市交
通マップ」は、市役所や市内の公共施設等
に配布して
いますので、
ぜひご利用
ください。

お問い合わせは、都市計画課（８階）
☎（20）1546、Ｆ（20）1606へ。

平成28年度3月補正予算
　平成29年茂原市議会第１回定例会において、一般会計△3億5,964万円、
特別会計△1,007万円の補正予算が可決されました。

一般会計補正予算額△ 3億5,964万円
（補正後予算額300億1,707万円）

《歳入》
○市税…………………………………………………………… 2億8,332万円
○地方消費税交付金………………………………………… △ 1億3,800万円
○地方交付税………………………………………………………△ 4,802万円
○分担金及び負担金……………………………………………… △ 821万円
○国庫支出金………………………………………………… △ 3億1,371万円
○県支出金…………………………………………………………△ 2,891万円
○寄附金………………………………………………………………… 364万円
○繰入金…………………………………………………………… △ 140万円
○繰越金…………………………………………………………… 1億690万円
○諸収入……………………………………………………………… 6,045万円
○市債………………………………………………………… △ 2億7,570万円

《歳出》
○総務費………………………………………………………… 3億8,559万円
○民生費……………………………………………………… △ 2億2,422万円
○衛生費……………………………………………………………△ 3,793万円
○農林水産業費……………………………………………………△ 4,038万円
○商工費……………………………………………………………△ 8,715万円
○土木費……………………………………………………… △ 2億6,168万円
○消防費…………………………………………………………… △ 445万円
○教育費……………………………………………………………△ 5,558万円
○公債費……………………………………………………………△ 3,384万円

主な事業内容
・歳出

【総務費】
　減債基金費…………………………………………………… 1億5,000万円
　財政調整基金費……………………………………………… 2億5,000万円

【民生費】
　臨時福祉給付金・年金生活者等支援給付金給付事業………△ 4,019万円
　介護給付事業……………………………………………………△ 2,223万円
　訓練等給付事業…………………………………………………△ 2,374万円
　自立支援医療給付事業…………………………………………△ 1,631万円
　重度心身障害者（児）医療費助成事業………………………△ 1,377万円
　障害福祉費返還金………………………………………………… 2,728万円
　老人措置事業…………………………………………………… △ 861万円
　介護基盤等整備促進事業(介護施設の整備に対する補助金)
　………………………………………………………………………… 202万円
　後期高齢者医療事業…………………………………………… △ 913万円
　後期高齢者医療事業特別会計繰出金…………………………△ 1,107万円
　私立保育園等運営費補助事業……………………………………… 495万円
　児童保育委託事業………………………………………………△ 4,916万円
　児童手当支給事業………………………………………………△ 4,051万円
　児童扶養手当支給事業…………………………………………△ 1,717万円
　生活保護扶助費…………………………………………………△ 8,815万円
　生活保護費等返還金……………………………………………… 9,085万円

【衛生費】
　長生郡市広域市町村圏組合清掃事業負担金…………………△ 3,596万円

【農林水産業費】
　農業経営基盤強化促進事業（被災農業者向け経営体育成支援事業補助金) 
  ……………………………………………………………………… 1,531万円
　用排水施設整備事業……………………………………………△ 4,833万円

【商工費】　
　企業立地促進事業………………………………………………△ 7,790万円

【土木費】
　道路橋梁維持補修費………………………………………… △ 1億282万円
　道路改良事業……………………………………………………△ 9,712万円
　交通安全施設整備事業…………………………………………△ 1,091万円
　内水対策関連事業………………………………………………△ 1,497万円
　街路事業費………………………………………………………△ 2,425万円

【教育費】　
　子どもの読書活動推進事業……………………………………△ 3,723万円
　共同調理場建設事業……………………………………………△ 1,935万円

【公債費】　
　借入金利子償還金………………………………………………△ 3,501万円

　特別会計補正予算額　△ 1,007万円
○国民健康保険事業会計……………………………………………… 100万円
 （診療施設繰出金）
○後期高齢者医療事業会計………………………………………△ 1,107万円
 （後期高齢者医療広域連合納付金）
 
 ※1万円単位で端数処理しています。

お知らせ 市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。広報もばら　2017.4.1



指
定
緊
急
避
難
場
所

お
よ
び
指
定
避
難
所

を
指
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
に
伴
い
、
一
時
避
難
所
と
二

次
避
難
所
を
廃
止
し
、「
指
定
緊

急
避
難
場
所
」
と
「
指
定
避
難

所
」
を
指
定
し
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
！

【
指
定
緊
急
避
難
場
所
】

災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
危
険

か
ら
緊
急
に
逃
れ
る
た
め
の
避
難

場
所
と
し
て
、
災
害
の
種
別
ご
と

に
一
定
の
基
準
を
満
た
す
施
設
ま

た
は
場
所

※
市
の
指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
災
害
時
の
一
時
的
な
避
難

場
所
や
地
域
の
集
合
場
所
と
し

て
、
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、

近
く
の
公
園
や
広
場
等
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
指
定
避
難
所
】

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
避

難
し
た
方
や
災
害
に
よ
り
自
宅
に

戻
る
こ
と
が
困
難
な
住
民
等
を
一

時
的
に
滞
在
さ
せ
る
た
め
の
施
設

指定緊急避難場所・指定避難所一覧

NO 施設名

指定緊急避難場所 指定避難所
対象となる異常な現象の種類

指定避難所
収容人数
（人）洪水

内水氾濫 崖崩れ 地震 津波 大規模火事

1 中央公民館 ○
2階部分 ○ × ○ ○ ◎

地震時は不可 246

2 総合市民センター ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 628
3 茂原小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 397
4 西小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 265
5 萩原小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 348
6 東部小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 294
7 東部台文化会館 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 552
8 茂原市市民体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 1572
9 茂原中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 483
10 長生高等学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 782
11 茂原高等学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 757
12 茂原樟陽高等学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 584
13 茂原公園 ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
14 萩原公園 ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
15 東郷小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 286
16 東中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 355
17 千葉県生涯大学校外房学園 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 259
18 東郷福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 214
19 富士見公園 ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
20 鶴枝小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 293
21 南中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 428
22 中の島小学校 × ○ ○ ○ ○ ◎ 295
23 中の島幼稚園 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 203
24 中の島公園 × ○ ○ ○ ○ ― ―
25 道目木ポンプ場 × ○ ○ ○ ○ ― ―
26 二宮小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 290
27 冨士見中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 442
28 緑ヶ丘小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 330
29 西陵中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 341
30 長生の森公園 ○ ○ ○ ○ ○ ― ―
31 豊田小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 300
32 豊田福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 258
33 五郷小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 282
34 五郷福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 278
35 早野中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 442
36 本納中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 345

37 本納公民館 ○ ○ × ○ ○ ◎
地震時は不可 301

38 新治小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 350
39 豊岡小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 239
40 豊岡福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 181

お問い合わせは、総務課防災対策室（４階）　☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２へ。
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市
で
は
、「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
者
」
お
よ
び
「
８
０
２
０

運
動
普
及
標
語
」
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

◆
日
時
＝
５
月
25
日
㊍

９
時
30
分
集
合

◆
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

①
４
月
１
日
現
在
80
歳
以
上
で
完

全
に
治
療
さ
れ
て
い
る
自
分
の

歯
（
か
ぶ
せ
た
歯
、
さ
し
歯
で

も
可
）
が
20
本
以
上
あ
り
、
歯

並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良
好

で
、
口
の
中
が
き
れ
い
に
清
掃

さ
れ
て
い
る
高
齢
者

②
平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年
３

月
ま
で
の
間
に
３
歳
児
歯
科
健

診
を
受
診
し
た
む
し
歯
の
な
い

幼
児
と
そ
の
父
ま
た
は
母

◆
申
込
期
限
＝
４
月
28
日
㊎

８
０
２
０
運
動
普
及
標
語

◆
応
募
基
準
＝
歯
科
疾
患
（
む
し

歯
お
よ
び
歯
周
疾
患
）
の
予
防

に
関
す
る
も
の

◆
応
募
資
格
＝
長
生
郡
市
在
住
・

在
勤
者
・
在
学
者

◆
応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル

◆
応
募
締
切
＝
４
月
28
日
㊎

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
９
７

－

０
０
２
９

茂
原
市
高
師
３
０
０
１
番
地

�hoken@
city.m

obara.chiba.jp

☎
�
１
７
２
５
、Ｆ
�
１
８
６
５
へ
。

献血にご協力をお願いします
日時＝４月４日㊋　10時～16時
会場＝保健センター
主催＝茂原中央ライオンズクラブ
共催＝茂原市献血推進協議会　

お問い合わせは、健康管理課（２階）
☎（20）１５７４、Ｆ（20）１６００へ。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

　
　
　
　
　
　
＆

８
０
２
０
運
動
普
及
標
語
を
募
集
し
ま
す

認知症予防教室（いきいき脳と体の健康教室）
参加者・学習サポーターを募集！
市では、健康で、いきいきと毎日を過ごせるよう、やさ
しい計算や簡単な読み書き、軽運動で脳と体を活性化させ
る認知症予防教室を行います。
認知症に関心がある方もぜひご参加ください。
※今年度は１回のみの募集となります。

参加者募集 学習サポーター
◆対 象 者　�65歳以上で介護認定を受けておらず、

自力で教室に通うことができる市内在
住の方。

◆内　　容　くもん教材学習30分、軽運動30分
◆定　　員　グループ①９時30分～10時35分、20人

グループ②10時５分～11時10分、20人
◆期　　間　５月26日～10月30日までの金曜日

全20回
◆教 材 費　1,000円×５カ月（毎月集金）
◆会　　場　二宮福祉センター
◆そ の 他　説明会を５月19日㊎９時30分～12時

に、二宮福祉センターで行います。
◆申込方法　４月28日㊎までに電話でお申し込みく

ださい。（先着順）
※新規に参加希望の方を優先します。なお、参加さ
れた事のある方は、教材が重複しますのでご了承
ください。

認知症予防教室の運営をお手伝いしていただける学
習サポーターを募集します。

◆対　　象　市内在住で、認知症予防とボランティ
アに興味があり、活動支援にご協力い
ただける方（10回以上出席できる方）

※新規の方を優先する場合があります。
◆定　　員　18人
◆期　　間　５月26日～10月20日までの金曜日

９時15分～11時30分
※活動日は、調整の上、20回のうち10回～13回程度
◆謝　　礼　交通費程度（説明・研修会は対象外）
◆そ の 他　説明・研修会を５月12日㊎９時～12

時に、二宮福祉センターで行います。
◆申込方法　４月28日㊎までに電話でお申し込み

ください（申込多数の場合は、選考）。

お申し込み・お問い合わせは、地域包括支援センター（２階）　☎（20）１５８３、Ｆ（26）６７８８へ。
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市
で
は
、
生
後
28
日
ま
で
の
新

生
児
に
対
す
る
「
新
生
児
訪
問
」

と
、
生
後
２
～
４
カ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
に
対
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
統
合
し
、
４
月

１
日
よ
り
、
新
た
に
「
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
」
を
始
め
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
す
べ
て
の
ご

家
庭
に
、
助
産
師
、
保
健
師
、
看

護
師
、
保
育
士
が
訪
問
し
ま
す
。

◆
訪
問
内
容

・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
心
と
体
の

相
談

・
育
児
の
助
言
等
。

◆
訪
問
時
期
・
対
象

・
第
１
子
の
方
＝
新
生
児
期
（
生

後
28
日
以
内
）

・
第
２
子
以
降
の
方
＝
新
生
児
期

ま
た
は
生
後
２
～
３
カ
月
頃

※
助
産
師
の
訪
問
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
新
生
児
期
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
方
法

出
生
手
続
き
時
に
、
健
康
管
理

課
（
２
階
）
に
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

連
絡
票
」（
母
子
手
帳
別
冊
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
訪
問
す
る
際
は
、
事
前

に
お
電
話
で
訪
問
日
の
ご
相
談
を

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、Ｆ
�
１
８
６
５
へ
。

三
世
代
で
暮
ら
す
方
へ

住
宅
取
得
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

市
で
は
、
親
ま
た
は
子
の
ど
ち

ら
か
の
世
帯
が
市
外
か
ら
転
入

し
、
三
世
代
で
市
内
に
暮
ら
す
方

に
、
住
宅
取
得
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◆
対
象
者

三
世
代
で
市
内
に
居
住
す
る
目

的
で
住
宅
を
新
築
、
増
築
、
購
入

す
る
方
で
、
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
。

※
契
約
の
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

①
親
ま
た
は
子
の
世
帯
が
、
市
外

か
ら
転
入
す
る
方
。

②
親
ま
た
は
子
の
世
帯
が
、
１
年

以
上
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
。

③
３
年
以
上
三
世
代
で
市
内
に
居

住
す
る
方
。

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
。

⑤
平
成
30
年
２
月
末
ま
で
に
、
建

物
登
記
や
茂
原
市
へ
の
転
入
手

続
き
が
完
了
し
、
実
績
報
告
書

を
提
出
で
き
る
方
。

◆
補
助
金
額
＝
工
事
ま
た
は
売
買

金
額
の
１
／
２

①
新
築
・
購
入
＝
上
限
80
万
円

（
市
内
業
者
の
場
合
は
１
０
０
万

円
）

②
増
築
＝
上
限
30
万
円
（
市
内
業

者
の
場
合
は
50
万
円
）

◆
申
込
期
間
＝
４
月
17
日
㊊
～
予

算
額
に
達
す
る
ま
で
（
先
着
10

件
程
度
）

◆
申
込
先
＝
建
築
課
（
８
階
）

※
申
請
書
類
等
は
、
建
築
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
、
建
築
課
窓
口
で
配
布
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、Ｆ
⒇
１
６
０
６
へ
。

高齢者肺炎球菌
予防接種の費用を
一部助成します

市
で
は
、
茂
原
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対

象
に
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者
（
①
・
②
両
方
を

満
た
す
方
）

【
定
期
予
防
接
種
】

①
本
年
度
の
接
種
対
象
者
は
、

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
に
な
る
方
（
上
記
の

方
へ
４
月
末
に
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
）。
ま
た
は
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
じ

ん
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
。

②
今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
無
い
方
。

【
任
意
予
防
接
種
】

①
65
歳
以
上
で
定
期
予
防
接
種
で

な
い
方
※
66
歳
～
69
歳
、
71
歳

お気軽にご相談ください！

「赤ちゃん訪問」が
始まります

茂原市地域包括支援センター創立10周年記念行事
2017 第1回介護予防講演会　～笑顔で元気！健康のために～

市では、地域の高齢の皆さんを保健、福祉、医療、虐待防止、介護予防マネジメントなどさまざま
な面から総合的に支える「茂原市地域包括支援センター」の創立10周年記念事業として、下記のとお
り第１回介護予防講演会を開催します。
◆日　時　５月11日㊍　13時15分～16時

（開場12時45分）
◆場　所　市民体育館
◆対象者　市内在住・在勤者（要事前申込）
◆定　員　150人（先着順）
◆内　容　もばら百歳体操、笑いヨガ、

千葉県警察音楽隊による安全・安心コンサート
◆参加費　無料
※体を動かしやすい服装・室内靴・飲み物をお持ちください。

お申し込み・お問い合わせは、地域包括支援センター（２階）☎(20)１５８３、Ｆ(26)６７８８へ。
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高齢者肺炎球菌
予防接種の費用を
一部助成します

市
で
は
、
茂
原
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対

象
に
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者
（
①
・
②
両
方
を

満
た
す
方
）

【
定
期
予
防
接
種
】

①
本
年
度
の
接
種
対
象
者
は
、

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
に
な
る
方
（
上
記
の

方
へ
４
月
末
に
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
）。
ま
た
は
、
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
じ

ん
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
。

②
今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
無
い
方
。

【
任
意
予
防
接
種
】

①
65
歳
以
上
で
定
期
予
防
接
種
で

な
い
方
※
66
歳
～
69
歳
、
71
歳

～
74
歳
の
方
な
ど
。

②
今
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
無
い
方
、
ま
た
は
前
回
の
接

種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い

る
方
。

◆
接
種
期
間
＝
～
平
成
30
年
３
月

31
日

◆
助
成
回
数
＝
１
人
１
回
限
り

◆
助
成
額
＝
３
千
円
（
助
成
額
を

超
え
た
額
は
自
己
負
担
）

※
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
送

付
さ
れ
た
予
診
票
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

健
康
管
理
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
０
へ
。

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

の
効
率
化
・
最
適
化
を
図
る
た

め
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

等
を
設
置
す
る
方
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
設
備
・
金
額

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
＝
１
キ

ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
（
上

限
９
万
円
。
千
円
未
満
切
捨
て
）

○
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）
＝
20
万
円

○
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

シ
ス
テ
ム
＝
10
万
円

○
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム�

＝
５
万
円

○
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム	

＝
10
万
円

※
金
額
は
上
限
。
設
置
費
用
が
下

回
っ
た
場
合
は
、
設
置
金
額
ま

で
。

◆
対
象
者
（
次
の
①
～
④
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
）

①
自
ら
居
住
し
て
い
る
か
、
新
た

に
居
住
し
よ
う
と
す
る
市
内
の

住
宅
に
対
象
設
備
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
方
、
ま
た
は
対
象
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
新
築
住

宅
を
購
入
し
、
自
ら
居
住
し
よ

う
と
す
る
方
。

※
す
で
に
対
象
設
備
を
設
置
し
た

方
や
工
事
中
の
方
は
対
象
外
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
既
存
住
宅
に
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
ま
た
は
蓄
電
池
を
設
置
さ
れ

る
方
に
限
る
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
方
。

③
平
成
30
年
３
月
12
日
ま
で
に
対

象
設
備
の
設
置
工
事
ま
た
は
建

売
住
宅
等
の
引
き
渡
し
が
完
了

し
、
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き

る
方
。

④
実
績
報
告
書
提
出
日
ま
で
に
該

当
す
る
住
宅
に
居
住
し
、
本
市
に

住
民
登
録
を
完
了
し
て
い
る
方
。

◆
申
請
受
付
＝
４
月
３
日
㊊
～
予

算
額
に
達
す
る
ま
で
（
先
着
順
）

◆
申
請
方
法
＝
環
境
保
全
課
ま
で

書
類
を
持
参
。
申
請
書
類
等
は

環
境
保
全
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
環

境
保
全
課
、
本
納
支
所
窓
口
で

配
布
。

※
今
年
度
か
ら
補
助
要
件
に
変
更

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

環
境
保
全
課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、Ｆ
⒇
１
６
０
４
へ
。

国
民
年
金
保
険
料

前
納
割
引
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
カ
月

ご
と
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
2
年
分
や
１
年
分
、
半
年
分

を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
納
め
忘
れ
が
な
く
、
毎
月
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

前
納
す
る
場
合
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
前

納
用
の
納
付
書
も
同
封
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
２
年
前
納
を
利
用
す

る
に
は
、
年
金
事
務
所
へ
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

平成29年度国民年金保険料額
下表の金額は納付書払いの場合（口座振替にするとさらに割引されます）

定額保険料額 付加込み保険料額
毎月払い 16,490円 16,890円

6カ月前納（割引額） 98,140円
（800円）

100,520円
（820円）

1年前納（割引額） 194,370円
（3,510円）

199,080円
（3,600円）

2年前納（割引額） 379,560円
（14,400円）

388,810円
（14,750円）

※付加込み保険料…国民年金の定額保険料に付加保険料400円を上乗せして納めることで、
受給する年金額を増やせます。
200円×[付加保険料納付月数]が老齢基礎年金の年額に加算されます（要申込み）。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、Ｆ
⒇
１
６
０
０

千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０
へ
。
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◆
投
票
で
き
る
方

日
本
国
民
で
平
成
11
年
４
月
24

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
29
年
１

月
15
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
で
、
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
も
投
票
日
ま
で
に
市

外
へ
転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

◆
市
内
転
居
し
た
方

４
月
１
日
以
降
に
市
内
で
住
所

を
変
更
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
整
理
券
は
封
書
で

入
場
整
理
券
は
封
書
式
で
１
世

帯
６
名
分
ま
で
を
一
緒
に
お
送
り

し
ま
す
。
必
ず
開
い
て
中
を
確
認

の
上
、
投
票
所
に
は
各
自
の
入
場

整
理
券
を
切
り
離
し
て
、
本
人
の

分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受

付
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
整
理
券
は
４
月
13

日
か
ら
発
送
を
始
め
ま
す
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
配
達
さ
れ
る
ま
で

に
多
少
の
日
数
が
か
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
は
４
月
17
日
㊊
～

22
日
㊏
ま
で

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日

前
投
票
所
で
「
宣
誓
書
」
を
記
入

の
上
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
本
納
支
所
・
公
民
館
複
合
施
設

建
設
中
の
た
め
本
納
公
民
館
の

駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
17
日
㊊
～
22
日

㊏
／
場
所
＝
市
役
所
１
階
１
０
２

会
議
室
、
本
納
公
民
館
／
時
間
＝

８
時
30
分
～
20
時
（
本
納
公
民
館

は
17
時
ま
で
）／
入
場
整
理
券
持

参◆
病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
中
で
不
在
者
投

票
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈
市
内
の
指
定
病
院
・
施
設
な
ど
〉

山
之
内
病
院
・
公
立
長
生
病

院
・
茂
原
中
央
病
院
・
君
塚
病

院
・
宍
倉
病
院
・
菅
原
病
院
・
鈴

木
神
経
科
病
院
・
茂
原
神
経
科
病

院
・
つ
く
も
苑
・
長
生
共
楽
園
・

実
恵
園
・
光
風
荘
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ず
さ
・
長
生
苑
・
真
名
実
恵

園
・
第
二
長
生
共
楽
園
ひ
め
は
る

※
全
国
の
指
定
病
院
（
施
設
）
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

仕
事
、
通
学
、
旅
行
な
ど
で
ほ

か
の
市
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票

日
ま
で
に
茂
原
市
に
帰
れ
な
い
方

で
も
最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
送
に
日
数
が
か

か
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
不
在
者
投
票
の
請

求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て

障
害
の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
や
、
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
５
で
あ
る
方
）
で
、
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
自
宅
で
郵
送
等
に
よ
り
投

票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
ご
利
用
に
な
る
に

は
、
氏
名
等
を
自
書
で
き
る
こ
と

が
原
則
で
す
が
、
障
害
の
内
容
が

一
定
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

代
理
投
票
制
度
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
の

で
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

４
月
18
日
㊋
の
朝
日
・
読
売
・

毎
日
・
産
経
・
日
経
・
東
京
・
千

葉
日
報
の
朝
刊
に
折
り
込
み
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
「
広
報
も

ば
ら
」
を
郵
送
で
受
け
取
っ
て
い

る
世
帯
に
は
、
直
接
郵
送
し
ま

す
。そ

の
ほ
か
市
の
公
共
施
設
に
公

報
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
が
、

入
手
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、

お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
速
報
の
ご
案
内

・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

０
１
８
０
（
９
９
４
）
０
０
１

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.m

obara.
chiba.jp/

選
挙
速
報
を
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
案
内
し
ま

す
。

投
票
＝�

９
時
か
ら
２
時
間
間
隔
で

確
定
ま
で

開
票
＝�

22
時
か
ら
30
分
間
隔
で
確

定
ま
で

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
一
部
の

電
話
か
ら
は
ご
利
用
に
な
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

音
声
の
切
り
替
え
時
に
通
話
が

切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、Ｆ
⒇
１
６
０
４
へ
。

伝えよう　自分の意志を　その票で

茂原市議会議員
一般選挙投票日
４月23日㊐
７時～20時
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マイシティモバラ このコーナーでは、市内のできごとを写真と文章でお知らせします。

絶滅の危険性の高い淡水魚類の保全を推進するこ
とを目的に、いすみ市にて「淡水魚保全シンポジウ
ム」が開催され、全国から433人が参加しました。

当日は、秋篠宮文仁親王殿下のご臨席のもと、市
内新治小学校の児童24人が、いすみ市と御宿町の小
学生の皆さんと「ミヤコタナゴを未来に残していく
ためにできること」について発表しました。

市内の七福神を祀る寺院をノルディックウォーキン
グで巡る「ぐるっと長生フェスタ2017」が開催され、
130人が参加しました。

これは、長生地域の魅力を直に体験し、興味関心を
持ってもらおうと、長生地域観光連盟が開催している
もので、参加者は茂原公園の弁天堂からスタート。各
寺院で七福神のスタンプラリーを行いながら、市内
13kmをウォーキングしました。

市は、自主防災活動に大きな役割を担うリーダーの
育成を目的として、市役所において自主防災組織リー
ダー研修会を実施しました。

当日は、各自主防災組織の代表者や構成員など83人
が参加。バールやジャッキを使ったがれきからの要救
助者の救助方法や搬送技術などを習得しようと、みな
真剣な表情で訓練に取り組んでいました。

第28回もばらふるさと塾「農業・観光交流体験ツアー」
が開催され、市民20人が参加しました。このツアーは、
ふるさと茂原の魅力をあらためて感じてもらうために、
茂原市園芸協会・茂原市観光協会の主催により実施され
ているものです。

参加者は、凧づくり体験を通して伝統工芸に触れたほ
か、大根の収穫体験や直売所「旬の里ねぎぼうず」を見
学し農業の現場を肌で感じている様子でした。

１/19

２/11

３/14

３/４

美しいふるさとを未来へ
淡水魚保全シンポジウム

春の七福神を巡ろう！
ぐるっと長

ながいき

生フェスタ2017

自分たちで守る！

茂原の魅力を再発見！

自主防災組織リーダー研修会

もばらふるさと塾「農業・観光交流体験ツアー」

▲初心者も経験者も気持ちの良い汗を流しました

▲ミヤコタナゴについて発表する新治小学校の児童

▲がれきの下から人形を救助する参加者

▲自分だけのオリジナル凧を作りました
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

申
請
は
、
４
月
28
日
㊎
ま
で
に

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
農
業
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

５
月
１
日
以
降
の
全
体
見
直
し

期
間
中
お
よ
び
見
直
し
後
１
年
間

は
、農
振
農
用
地
区
域
の
変
更
（
農

用
地
区
域
の
除
外
・
編
入
）
の
手

続
き
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
変
更

を
希
望
す
る
方
は
、
４
月
28
日
㊎

ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
全
体
見
直
し
実
施
期
間

は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の

予
定
で
す
。

と
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

～
お
と
も
だ
ち　
む
こ
う
に
い

て
も　
み
ぎ
ひ
だ
り
～

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、

運
動
の
重
点
目
標
と
し
て
、
①
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
千
葉
県
自
転
車
安
全
利
用
ル
ー

ル
の
周
知
徹
底
③
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
④

飲
酒
運
転
の
根
絶
の
４
つ
を
掲

げ
、
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

入
学
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
高
齢
者
が

関
係
す
る
事
故
の
割
合
が
高
く
、

中
で
も
歩
行
中
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
期
間
＝
４
月
６
日
㊍
～
15

日
㊏

◆
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
＝
４
月
10
日
㊊

と
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

「
交
通
事
故
相
談
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

市
で
は
、
県
の
専
任
相
談
員
が

交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
請

求
、
保
険
金
請
求
や
示
談
等
の
ご

相
談
に
応
じ
る
交
通
事
故
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
＝
原
則
と
し
て
、
第

４
金
曜
日（
※
4
月
は
相
談
な
し
。

12
月
と
３
月
は
第
３
金
曜
日
）の

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相

談
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
必
ず

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
場
所
＝
市
役
所
５
階
会
議
室

と

生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

平
成
28・29
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
随
時
受
付
を
実
施

茂
原
市
の
建
設
工
事
、
測
量
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
業
務
委
託
、

物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
手
続
き
を
し
て
、「
茂
原

市
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に
登

載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
請
の
方
法
は
、「
ち
ば
電
子
調

達
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
た
電
子

申
請
で
す
。
詳
細
は
、管
財
課
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と

管
財
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
２
０
、
Ｆ
⒇
１
６
０
２

茂
原
市
合
併
処
理
浄
化
槽 

設
置
整
備
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
、
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、

そ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
額
＝
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
転
換
（
39
万
円
）、
く
み

取
り
便
槽
か
ら
の
転
換
（
31
万

円
）
／
補
助
対
象
者
＝
①
住
宅

（
借
家
・
販
売
目
的
の
住
宅
等
を

除
く
）
の
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
く
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
設
置
す
る
方
（
新

築
・
建
替
を
除
く
）、
②
市
税
の

滞
納
が
な
い
方
／
対
象
地
域
＝
公

共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区
域
・

農
業
集
落
排
水
事
業
採
択
区
域
を

除
く
市
内
全
域

と

環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

３
月
31
日
付
け
で
都
市
計
画
を

決
定
し
ま
し
た

市
で
は
、「
本
納
駅
東
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
廃
止
、
用
途

地
域
変
更
、
地
区
計
画
決
定
」、

「
茂
原
に
い
は
る
工
業
団
地
地
区

の
用
途
地
域
変
更
、
地
区
計
画
決

定
」、「
東
郷
御
用
地
地
区
の
用
途

地
域
変
更
、
地
区
計
画
決
定
」、

「
茂
原
駅
南
口
地
区
の
用
途
地
域

変
更
、
地
区
計
画
決
定
」、「
木
崎

笹
塚
地
区
の
用
途
地
域
変
更
」
に

つ
い
て
３
月
31
日
付
け
で
都
市
計

画
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
区
計
画
決
定
に

伴
い
、
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
を
同
日
施
行
し
ま
し
た
。
条
例

の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
最
大

で
50
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

地
域
の
土
地
を
ご
利
用
の
際
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
関
係
図
書
は
都
市
計
画

課
（
用
途
地
域
変
更
、
地
区
計
画

決
定
）、
都
市
整
備
課
（
土
地
区
画

整
理
事
業
廃
止
）、
建
築
課
（
地
区

計
画
条
例
）
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

と

都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

都
市
整
備
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
一
般

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
＝
①
一
般
要
員
、
②

飛
行
要
員
、
③
歯
科
・
薬
剤
科
／

募
集
資
格
＝
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
で
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
。
大
学
院
卒
（
修
士
課
程
修
了
）

者
は
28
歳
未
満
※
詳
細
は
要
問
合

せ
／
受
付
締
切
＝
５
月
５
日
㊎
必

着
／
※
受
付
方
法
、
試
験
期
間
、

入
（
校
）
隊
お
よ
び
待
遇
等
は
要

問
合
せ

と

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

 

募
集

お
知
ら
せ
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る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

地
域
の
土
地
を
ご
利
用
の
際
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
関
係
図
書
は
都
市
計
画

課
（
用
途
地
域
変
更
、
地
区
計
画

決
定
）、
都
市
整
備
課
（
土
地
区
画

整
理
事
業
廃
止
）、
建
築
課
（
地
区

計
画
条
例
）
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

と

都
市
計
画
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

都
市
整
備
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
一
般

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
＝
①
一
般
要
員
、
②

飛
行
要
員
、
③
歯
科
・
薬
剤
科
／

募
集
資
格
＝
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
で
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
。
大
学
院
卒
（
修
士
課
程
修
了
）

者
は
28
歳
未
満
※
詳
細
は
要
問
合

せ
／
受
付
締
切
＝
５
月
５
日
㊎
必

着
／
※
受
付
方
法
、
試
験
期
間
、

入
（
校
）
隊
お
よ
び
待
遇
等
は
要

問
合
せ

と

自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

 

募
集

■市民相談 執務時間内/場所・問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）

4月13日㊍、13時～15時/場所=5階504会議室
4月25日㊋、13時～15時/場所=5階504会議室/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 4月11日㊋、13時～16時/場所=市役所5階504会議室
4月27日㊍、13時～16時/場所=本納公民館/問合せ=生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月～金曜日  9時30分～16時（12時～13時までを除く）
/場所・問合せ=消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■歯科相談・栄養相談 （要電話予約）4月3日㊊  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）4月7日㊎、21日㊎  9時30分～11時30分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■6カ月乳児相談 4月27日㊍（平成28年10月生）受付=9時30分～10時、13時30分～14時
/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■1歳6カ月児健康診査 4月18日㊋（平成27年10月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■2歳児歯科健康診査 4月20日㊍（平成26年10月、11月生）受付=9時～10時10分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 4月19日㊌（平成25年10月生）受付=13時～13時20分/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■健康相談 月～金曜日  10時～12時、13時～16時/場所・問合せ=保健センター☎（25）1725

■子育て相談
   　（予約制）

4月14日㊎/9時30分～14時45分/内容＝子育て、発育、発達に関すること/対象＝就学前までの親子
/場所＝保健センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■ことばの相談
   　（予約制）

4月14日㊎、28日㊎、9時30分～15時／内容＝ことばに関すること/対象=就学前までの親子
/場所=保健センター☎(25)1725/問合せ=子育て支援課☎(20)1573

■家庭児童相談
　DV相談 執務時間内/内容=子育て、児童虐待、DVなど/場所・問合せ=子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■保育相談 月～金曜日  10時～15時/場所・問合せ=各市立保育所または子育て支援課（2階）☎（20）1573

■心配ごと相談 毎週水曜日（祝日を除く）  9時～15時/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 4月26日㊌　13時～16時(要電話予約)/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内/場所=総合市民センター/問合せ=社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週火・水・金曜日13時～16時（行事の都合により、閉室の場合あり）
/場所・問合せ=総合市民センター☎（24）9511

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時～17時（火曜日のみ9時～12時） /場所・問合せ=生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 執務時間内/場所・問合せ=青少年指導センター☎（22）4466

■高齢者総合相談
執務時間内/場所・問合せ=茂原市地域包括支援センター☎（20）1583、茂原市みなみ地域包括支援センター
☎（20）2626、茂原市ほんのう地域包括支援センター☎（36）2123、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター
☎（26）7525

■無料法律相談 千葉県では無料法律相談を実施しています/問合せ=県総合企画部報道広報課広聴室☎043（223）2250

■県民相談 執務時間内/場所・問合せ=長生地域振興事務所地域振興課☎（25）7830

■教育相談 執務時間内/場所・問合せ=東上総教育事務所相談室☎（23）4460

■長生健康福祉
　センター

※太字は予約制
不妊相談、こころの健康相談、エイズ相談、HIV等抗体検査、性感染症検査、肝炎ウィルス検査、骨髄バンク
ドナー登録受付、腸内細菌検査（検便）、家庭児童相談、母子父子自立支援などを行っています
/場所・問合せ=長生健康福祉センター（長生保健所）☎（22）5167
DV相談（来所相談は予約制）専用電話☎（22）5565
障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

相 談 日

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和27年4月2日～昭和27年5月1日）は、第1
号被保険者の資格取得となります。4月15日頃までに保険証（被保険
者証）を郵送します。
　お問い合わせは、高齢者支援課（2階）　☎（20）１５７２、FFＦ（20）１６１０へ。

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和17年5月2日～昭和17年6月1日）は、現在加入
の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入するこ
ととなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。
　お問い合わせは、国保年金課（2階）　☎（20）１５０３、FＦ（20）１６００へ。

今月の納期
●固定資産税・都市計画税（第１期）
■納期限は5月1日㊊です。
※コンビニエンスストアでも納付できます。 
※納税には便利な口座振替をご利用ください。
なお、固定資産税・都市計画税の納税通知書は
４月10日㊊に発送予定です。

 お問い合わせは、収税課（2階）
  ☎（20）１５７８、FＦ（20）１６０９へ。

市の花　コスモス（H.9.10.20指定）　　市の木　つつじ（S45.11.10指定）
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名　称 曜　日 時　間 内　容 場　所 連　絡　先

会
員
募
集

❶ 茂原市国際交流協会主催
初級英会話（大人向け） 金曜日（月2回） 17時30分～

19時
対象＝一般／費用＝1万円（全20回分）／定員＝20人／講
師＝グレース・ザパタ氏／日程＝要問合せ

中央公民館 ☎20-1651 
茂原市国際交流協会❷ 茂原市国際交流協会主催 

小学生のための英会話 毎週水曜日 18時～19時
対象＝小学1年～6年生／費用＝1万円（全20回分）／定員＝
20人／講師＝奥津バーナディタ氏・クリスティーナ松本
氏／日程＝要問合せ

❸ 茂原市国際交流協会主催 
韓国語会話入門 水曜日（月3回） 19時～

20時30分
対象＝一般／費用＝1万円（全20回分）／定員＝20人／
講師＝府川ヨンジャ氏／日程＝要問合せ

❹ たいそうクラブ 毎週水曜日 13時30分～
14時30分

脳の活性と筋トレの華やかなエアロビクス運動／対象＝一
般／費用＝月1,500円（無料体験あり） 鶴枝公民館 ☎24-9330　加藤

❺ ヨーガクラブ 毎週木曜日 13時30分～
16時

年齢を問わずにヨーガを楽しむ／対象＝一般女性／費用＝月
2,000円 本納公民館 ☎23-3382　赤木

❻ 笑幸連あやめ会 毎週水曜日 9時～12時 ばか面おどり、民舞、たますだれなど／対象＝一般／費用=
月1,000円 東部台文化会館 ☎090-2640-0248 

大矢

❼ プア・アロアロ 第1･3･4木曜日 10時～12時 運動不足の方、ゆったりした曲でフラを踊りませんか／対
象＝一般（初心者歓迎・見学可）／費用＝月3,000円 東部台文化会館 ☎090-4246-1489 

蜂谷

❽ 竹寿会 水曜日(月3回) 18時45分～
20時45分

尺八による民謡・歌謡・筝曲などの演奏練習（隔週、琴と
の合奏練習を行う）／対象＝一般／費用＝月1,000円 総合市民センター ☎22-2682　野口

❾ 囲碁同好会 毎週火・木曜日 13時～16時 会員同士の輪を広げ、棋力向上を計る／対象＝60才以上／
費用＝年3,000円 総合市民センター ☎26-7470　下藤

� 茂美会 第2・4金曜日 10時～15時
洋画を描いて、おしゃべりをして、ゆったりと時を過ごす／
対象＝一般（未経験者歓迎）／費用＝3カ月5,000円（画材は
自分持ち）

総合市民センター ☎090-2408-8292 
松尾

� 茂原楽陶会 第2・4木曜日 13時～15時 陶芸作品の製作や作品展示会参加／対象＝一般（初心者
可）／費用＝月1,500円 総合市民センター ☎090-8114-6078　

長山

� 写友さくら 第2木曜日 15時～17時
講師（河野道貞氏）による作品講評指導。会員相互の作品鑑
賞。年2～3回写真展、年4回の撮影会／対象＝長生郡市内在
住者／費用＝年12,000円

総合市民センター ☎23-0676　吉村

� J-SOUL 第1･2･3水曜日 12時～14時 ストレッチ、ダンス／対象＝一般／費用＝月3,500円 総合市民センター ☎24-0602　内山

� 折り紙教室 第1水曜日 10時～12時 折り紙／対象＝一般／費用＝月500円 総合市民センター ☎090-3002-2648 
吉田

� 茂原市中国語学習会 毎週日曜日

13時～15時
（中級） 
15時～17時

（初級）

中国人講師による中国語会話学習／対象＝一般／費用＝
10,000円(4カ月) 総合市民センター ☎090-8743-7725 

長野

� 豊岡パソコンクラブ 第2・4木曜日 10時～12時
ワード、エクセルを基礎から習得／対象＝一般（初心者歓
迎）／費用＝月2,000円（別途年会費1,000円）／持ち物＝
ノートパソコン（Win7以上）

豊岡福祉センター ☎34-7738　鈴木

� 茂原笑いヨガクラブ 第2月曜日 10時30分～
11時30分

笑いヨガとボランティアの練習／対象＝一般／費用＝1回
400円 豊田福祉センター ☎080-6586-5480 

石井

イ
ベ
ン
ト

❶ 第24回白子チューリップ
祭り／花の広場

4月1日㊏～
9日㊐

4月9日㊐
10時～15時

（小雨決行）

白子中学校吹奏楽部による演奏、団体模様植えコンテスト、
花と農産物の直売、模擬店ほか

白子町花の広場　　　　
（白子町関5074－2）

☎33-2115 白子町
花の広場実行委員会

❷ ボランティア菜の花会 4月1日㊏ 13時30分～
15時30分

ゴムバンド体操／対象＝一般／費用＝無料／持ち物＝飲み
物、タオル 総合市民センター ☎23-8958　二見

❸ 骨董がらくた市とフリー
マーケット

4月1日㊏、
2日㊐、15日㊏　　　　8時～13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090-4950-6193　 

小曽根

❹ ボーイスカウト「モンキー
ブリッジをわたろう」 4月2日㊐ 見学会11時～ 

説明会13時～

ロープを使って橋を作る。進級のセレモニーで一般公開／
対象＝幼稚園年長から／費用＝無料／持ち物＝水筒、雨天
時上履き

豊田福祉センター ☎090-5322-5836 
海藤

❺ 楽しく走ろう宣言タイムレー
ス5.4km 4月2日㊐ 9時30分スタート 

（受付8時30分～）
緑ヶ丘周回5.4kmを目標タイムに合わせ、誤差が最少の走
者が優勝する大会／対象＝一般／参加費＝500円 緑ヶ丘小学校 ☎090-4936-6971 

茂原健走会　渡会

❻ 第11回千葉和太鼓まつり 4月2日㊐ 10時スタート　
（雨天決行）

和太鼓10チームが休みなく5時間太鼓を打ち鳴らします。
開会式終了後、もち投げあり/対象＝一般/入場＝無料

ロングウッドステー
ション（長柄ダム・
市津湖湖畔）

☎30-7788 
ロングウッドステー
ション

❼ 第8回茂原公園「桜の山の
春の市」

4月8日㊏、
9日㊐

10時～15時
（雨天中止）

各種店舗出店、野外ステージで終日アトラクション有／
対象＝一般/入場＝無料 茂原公園 ☎080-4113-9494　 

茂原軽音楽協会　大柿

❽ クレープ作りで、春を楽し
もう 4月16日㊐ 8時30分～12時 クレープ作り／対象＝一般／費用＝1人400円（保険料含

む）／持ち物＝エプロン、三角巾、お手拭 総合市民センター
☎23-0163
茂原レクリエーション
協会　湊

❾ 家族介護教室 4月22日㊏ 13時30分～
16時

「介護保険制度を知ろう～申請から利用までの流れ～」、「お
部屋の介護を支える福祉用具」／定員＝30人／費用＝無
料／受付＝当日朝まで

もばら和光苑 ☎27-1022

� 映画上映会「オケ老人！」 4月22日㊏
①10時
②12時20分 
③14時40分

痛快クラシック音楽エンターテイメント！主演：杏、監督：
細川徹／対象＝一般／費用＝高校生以上1,100円、60歳以
上1,000円、3歳以上中学生以下800円（当日券のみ）

東部台文化会館 ☎043-225-6355 
京成ローザ⑩

� パソコン教室 4月24日㊊ 9時～16時
ワード・エクセルの授業／対象＝一般／定員＝20人（超え
た場合は抽選）／費用＝無料／条件および申込方法等＝要問
合せ

中央公民館 ☎22-5072

�
第7回伊藤医院公開講座

「ここまで進んだ白内障の
治療」

4月28日㊎ 14時～15時 最新の検査や多焦点眼内レンズについて／対象＝一般／定
員＝20人（要電話申込）／費用＝無料／ 伊藤医院 ☎47-2829 

伊藤医院

� 第479回労災職業病なんで
も相談会 4月29日㊏ 13時～16時 弁護士、労働安全衛生管理者、ソーシャルワーカー等によ

る相談会/費用＝無料/その他＝予約不要・当日受付
千葉市中央コミュニ
ティセンター

☎043-225-4567 
千葉中央法律事務所

� 春の里山　たけのこ掘り 4月30日㊐ 9時30分～12時
たけのこ掘り体験／対象＝小学生から大学生と保護者／費
用＝1人300円／定員＝100人（超えた場合は抽選）／申込
締切＝4月9日㊐必着／申込方法等＝要問合せ

東金文化会館臨時駐車
場（集合場所）

☎0475-54-1301　 
県立東金青年の家

�
第1回子ども自然教室 
～茂原公園で生き物さがし
～

4月30日㊐
13時30分～
16時 

（雨天中止）

自然と遊びながら色々な生き物を探し、生態系を学ぶ／
対象＝4歳～中学生（小学2年までは保護者同伴）／費用＝
300円（保護者100円）／持ち物＝要問合せ

茂原公園
☎090-3500-6729　 
茂原自然大好きクラブ 
浅田

� 牛田智大　デビュー5周年
記念ピアノリサイタル 5月21日㊐ 14時開演 

（開場13時30分）
リスト：愛の夢第3番、ショパン：ノクターン、幻想即興曲
ほか／対象＝一般／費用＝3,500円（全席自由） 東部台文化会館 ☎080-6733-1248　

茂原市ピアノ協会

� 第10回ぐるっと大網30km
ウォーク参加者募集 5月27日㊏

7時30分～
15時30分 

（小雨決行）

新山コース！春のウォーキングを楽しみませんか？／コー
ス＝要問合せ／対象＝一般／参加費＝一般2,000円、18歳
未満1,000円／申込締切＝5月15日㊊

大里綜合管理㈱

☎0475-72-3393　
ぐるっと大網30km
ウォーク実行委員会　
横田

� 第14回千葉県ウォークラ
リー大会茂原会場 6月4日㊐ 9時30分

スタート

対象＝一般（1チーム2人以上～5人以下）。小学生以下は大
人同伴／参加費＝1人500円／申込詳細＝市内公共機関に掲
示

東郷小学校集合
☎24-8482 
茂原市レクリエー
ション協会　江澤

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記載ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とします。　●会員募集は、市内の公共施設等で活動している団体のみの掲載とします。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。

★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。
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て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

秘
書
広
報
課
（
3
階
） 

☎
⒇
１
５
１
２
、  

Ｆ
⒇
１
６
０
１
へ
。

●
６
月
1
日
号
掲
載
の
原
稿
の
締
め
切
り
は
４
月
24
日
月
で
す
。



19 広報もばら　2017.4.1

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

一
　
荻
生
徂
徠
と
郷
土

『
徂
徠
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば

徂
徠
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）

二
月
十
六
日
に
江
戸
二
番
町
（
現

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
）
に
生

ま
れ
、
幼
名
は
伝
二
郎
と
名
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
徂
徠
生

誕
三
百
五
十
年
の
節
目
の
年
に
当

た
り
、
何
か
の
縁
あ
っ
て
か
、
徂

徠
の
兄
春し

ゅ
ん
ち
く
竹
の
書
簡
が
下
太
田
の

篠
崎
家
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
徂
徠
の
母
の
墓
も
本
納
ス

ポ
ー
ツ
広
場
奥
か
ら
近
く
の
龍
教

寺
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

秋
に
は
本
納
公
民
館
で
徂
徠
の
資

料
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徂

徠
と
郷
土
と
の
関
わ
り
は
、
延
宝

七
年
（
一
六
七
九
）
徂
徠
が
十
四

歳
の
時
、
医
師
で
あ
る
父
親
の
方

庵
が
後
に
五
代
将
軍
と
な
っ
た
徳

川
綱
吉
の
怒
り
に
触
れ
、
江
戸

を
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
父
母
ら
と
共
に
、
当
時
の
本

納
村
に
や
っ
て
き
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
本
納
村
で
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
訳
は
、
徂
徠
の
母
方
の
祖

父
で
あ
る
鳥
居
水
右
衛
門
忠
重
の

俳
　
句�

し
ゃ
ぼ
ん
玉
虹
色
に
飛
ぶ
あ
ぜ
道
に�

時
女　

礼
子

短
　
歌

ひ
だ
ま
り
に
若
き
日
を
思
い
た
だ
一
人

　
　

か
な
た
の
友
の
無
事
を
祈
る
日�

霜
田　

友
惠

昇
り
来
る
新
し
き
陽
を
君
と
見
る

　
　

水
仙
香
る
房
総
の
宿�

山
本　

明
美

ふ
き
の
と
う
友
人
山
で
摘
ん
で
く
れ

　
　

天
ぷ
ら
食
し
春
を
感
じ
て�

仲
村
美
年
子

川
　
柳

し
だ
れ
桜
誘
っ
て
自
撮
り
す
る
花
見�

木
内
富
美
子

寝
た
き
り
も
行
方
不
明
も
居
る
長
寿�

福
田　

研
治

通
学
路
春
を
呼
び
込
む
ラ
ン
ド
セ
ル�

藤
橋　

由
裕

招
か
ざ
る
花
粉
も
交
じ
る
春
の
使
者�

道
譯　

賢
一

子
の
寝
言
覗
い
て
見
た
い
夢
の
中�

吉
野
千
枝
子

ラ
イ
バ
ル
は
息
子
パ
ソ
コ
ン
敵
わ
な
い�

川
村　

亮
二

シ
ン
プ
ル
な
孫
の
絵
顔
に
つ
く
手
足�

今
井
ひ
さ
し

人
は
皆
余
白
残
し
て
旅
に
出
る�

風
間　

敬
造

さ
く
ら
舞
う
友
の
笑
顔
に
め
ぐ
り
逢
う�

鳥
海　

久
子

▲荻生徂徠勉学の地

閑
居
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

本
納
字
新
南
地
に
は
徂
徠
が

十
三
年
程
生
活
し
た
「
荻
生
徂
徠

勉
学
の
地
」
が
あ
り
、
千
葉
県
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二 

諸
書
に
見
え
る
荻
生
徂
徠

『
鳥
居
氏
由
緒
書
系
図
』（
茂
原

市
本
納
鳥
居
家
所
蔵
）
や
荻
生

家
の
『
先
祖
書
全
』（
白
子
町
荻

生
家
所
蔵
）
に
は
、
江
戸
で
活

躍
し
た
徂
徠
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
徂
徠
は
元
禄
九

年
（
一
六
九
六
）
に
幕
府
側
用
人

の
柳
沢
吉
保
に
仕
え
、
将
軍
綱
吉

や
八
代
将
軍
吉
宗
等
に
御
目
見
え

し
、
講
義
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
季
節
に
応
じ
て
着
用
す
る

衣
服
金
銭
等
を
入
れ
る
巾
着
袋
、

薬
類
を
入
れ
る
印
籠
等
を
貰
い

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
儒
学
者

と
し
て
活
躍
し
た
徂
徠
に
つ
い
て

は
、
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
に
対

す
る
処
分
の
進
言
や
落
語
の
ネ
タ

に
な
っ
て
い
る
「
徂
徠
豆
腐
」
が

有
名
で
す
が
、『
蘐け

ん
え
ん
ざ
つ
わ

園
雑
話
』
に

は
次
の
よ
う
な
挿
話
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。「
徂
徠
が
赦
免
さ

れ
て
上
総
か
ら
江
戸
へ
帰
っ
た
と

き
、
芝
の
豆
腐
屋
に
い
た
が
、
そ

の
頃
殊
の
外
貧
し
く
、
豆
腐
屋
の

主
人
が
よ
く
世
話
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
柳
沢
侯
に
仕
え
て
以
来
三

人
扶
持
の
米
を
一
生
豆
腐
屋
に
与

え
た
云
々
」
と
あ
り
、「
徂
徠
豆

腐
」
が
全
く
の
創
作
で
は
な
い
こ

と
が
分
り
ま
す
。

徂
徠
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七 

二
八
）
一
月
十
九
日
に
六
十
三
歳

で
逝
去
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
直

前
に
吉
宗
か
ら
、「
ウ
ニ
カ
ウ
ル
」

と
い
う
高
価
な
生
薬
を
賜
っ
た
こ

と
が
、
諸
書
に
記
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
が
誇
る
偉
人
の
研
究
が
、

さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

小
川　

力
也

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

Ｎｏ.360

江
戸
時
代
の
儒
学
者

　 
荻
生
徂
徠
と
郷
土

平成29年4月

お         

ぎ
ゅ
う          

そ            

ら
い



防災・防犯に関する情報を携帯電話にメールで配信

もばら安全安心メールを
　　　　　　ご利用ください

◆パソコンやスマートフォンからは、
　「茂原市公式ウェブサイト」→「もばら安全安心メール」
◆スマートフォン以外の携帯電話からは、
　右の二次元コード

登 録

※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・ファックスに配信するサービスも行っています。
　お問い合わせは、総務課☎（20）１５１９、Ｆ（20）１６０２

フリーアクセス　　しみんは　　１ １ ９

●携帯電話、
　 P H S からは

災害情報確認

【利用例】
●NHK総合テレビのデータ放送⇨
　「dボタン」⇨「地域の防災・災害情報」
　⇨「避難情報」で確認。

●Yahoo!Japan⇨「天気」⇨「避難情報」
　⇨「都道府県を選択」⇨「千葉県」で確認。

▲部屋の内装も人形の時代に合わせたアンティーク調です

　部屋一面に佇む100体以上の市松人形たち。　
まるで今の環境に感謝しているかのように優し
い眼差しをしています。「この子たちは、自分
の子どもみたいなものです。うれしい時はもち
ろん、つらい時や悲しい時も一緒に分かち合っ
てくれる存在なのです」と語るのは、25年以上
にわたり、この人形たちに命を吹き込み続けて
いる村杉美枝さんです。
　子どものころから人形が大好きだった村杉さ
んは、大切にしていた市松人形と戦争中に別れ
たことをずっと悔やんでいました。50歳を過ぎ、
ある骨董市で捨てられたかのように転がってい
た市松人形を、家に持ち帰ったことが集めるよ
うになったきっかけ。髪を付け加えて古布で着
物を作って着せてあげると、人形は穏やかな表

情になったそうです。人形に着せる着物は、巣
鴨の「人形館」で作り方を習い、ほとんどが手
作り。材料は、人形が作られた時代に合わせた
着物や古布を使うため、骨董市などを歩き大正
から昭和初期のちりめんを探すほどの愛情の注
ぎようです。
　「人形たちの表情が、日々の環境だけでなく
自分の気持ちに合わせるかのように変化する」
と村杉さん。決して言葉は話さないが、その表
情で心を癒し、慰めてくれる家族の一員です。
　最後に市松人形への想いを伺うと、「人形と
の出会いは、人と人とが出逢うことと同じ。巡
り巡って私のところへ来てくれたことに感謝で
す」と部屋の人形たちに優しくほほ笑みかけま
した。

SPOT スポット

　　　村
むらすぎ

杉　美
よし

枝
え
さん（77歳・東郷）

気持ちが伝わる　�
�かけがえのないもの

《内科系》 《外科系》

4月 2日㊐ 大 塚 内 科
☎23ー6121

宍 倉 病 院
☎24ー2171

4月 ９日㊐ 鵜沢外科内科クリニック
☎34ー2496

塩 田 記 念 病 院
☎35ー0099

※都合により、変更する場合があります。救急患者の方が優先となります。
中央消防署指揮情報係☎ Ｆ へお問い合わせください。

こども急病電話相談　　実施：千葉県
お子さんの急な病気で心配なとき、看護師・小児科医が電話でアドバイスします。

（プッシュ回線・携帯電話）

●防災行政無線が
　再確認できます ０１２０（４３８）１１９

☎０４７５（２２）７２９０

19時〜翌6時
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